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１）システムの名称： 

入院・外来カルテ及びレントゲンフィルム入院・外来カルテ及びレントゲンフィルム入院・外来カルテ及びレントゲンフィルム入院・外来カルテ及びレントゲンフィルム管理システム管理システム管理システム管理システム    KARTE CODE maKARTE CODE maKARTE CODE maKARTE CODE massssterterterter（（（（カルテコードマスターカルテコードマスターカルテコードマスターカルテコードマスター））））    

 

２）対象業務、電子カルテシステム内での位置付け： 

１２．診療録など管理系 

 

３）特色： 

電子カルテ運用の対象から外れて、取り残された紙の管理や、入院診療録、外来インアクティブカルテ、レントゲンフィ

ルム等を、バーコードを使って管理するシステム。 

低コストのバーコードシールを使用しながら、カルテやフィルムのランダム収納を実現。 

 

サーバ兼検索端末、検索端末、バーコード機器及び検索・管理ソフトで構成され、無線 LAN 環境下で使用する。 

 

本システム単独での使用も可能であるが、ファイル点灯式カルテ検索・管理システム ジャストサーチ光システムへの組

み込みも可能である。 

 

またその運用上、スキャン原本化システム「縁 Do」と併用されるケースもあり。 

 

４）画面／構成図を含めた分かりやすい説明： 

システム構成図（参考） 

 

ホスト 

再来受付機 

中央病歴室（診療情報中央病歴室（診療情報中央病歴室（診療情報中央病歴室（診療情報管理室管理室管理室管理室）））） 

無線LANアクセスポイント 

サーバー兼検索端末 

プリンター バーコードプリンター 

HUB 

ハンディターミナル 

検索端末 

検索端末 

※他社製作の既存ラックも使用可能 

１０－２－C 

バーコードを使ったカルテ管理バーコードを使ったカルテ管理バーコードを使ったカルテ管理バーコードを使ったカルテ管理 

ハンディターミナル（例） 

無線LANで随時通信 
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５）標準化への対応状況、未達成の場合対応予定および対応のための追加費用の有無： 

データ交換手法 ： TCP/IP ソケット通信及びファイル共有方式に対応 

 

６）動作環境（ソフトの場合）、ハードスペック（ハードの場合）： 

サーバ OS ： Microsoft Windows2012 Server、 Windows2019 Server 

クライアント OS ： Microsoft Windows10 に対応 

 

７）稼動までに必要な作業・期間： 

病院担当者様との打ち合わせ、名称マスタ設定、ベンダーとの接続打合せ、データ連係 等 通常２ヶ月程度 

 

８）価格（桁数（日本円における桁数）、「ご相談」は不可、桁数帯・金額・金額帯を入れても良い）： 

基本構成にて、参考\5,000,000.-（税別）前後より 

 

９）保守の内容と費用： 

年間保守費用は、数十万円規模で別途ご提案 

導入初年度は無償保証 

 

１０）問い合わせ先（販売会社 担当者、URL、e-mail 等）および開発元（もし別途あれば）： 

開発・販売元： 株式会社 エムアンドエイチ  担当：成瀬 公良（なるせ きみよし） 

   〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町 2-11-3 日本橋水天宮ビル５Ｆ 

   TEL : 03-5643-1881  FAX : 03-5643-1882 

   E-mail: sougou@m-and-h.co.jp 

    http://www.m-and-h.co.jp/ 


